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＜問題と目的＞

　臨床心理士養成大学院では、2 年間の過程の中で知識

や技術などを講義で学ぶことに加え、感受性や想像性、

共感性、自己内省力、自己理解、他者（クライエント）

理解といった心理療法家に必要な基本姿勢を実践的な体

験を通して訓練し、身につけていくことが重要だと言

われている（葛西・万木、2006；北島、2010）。自己理

解を深めセラピスト（以下 Th と表記）自身の成長を促

し、クライエント（以下 Cl と表記）に対する新しい見

方の獲得や他者（Cl）理解が深まるためには、大学院で

の自己内省トレーニング（姫野・奇、2012）、ケースカ

ンファレンスやスーパーヴィジョンが必要である（藤沢、

2008；一丸ら、2001；佐々木、2006）。ケースカンファ

レンスでの体験と自己理解・他者意識について検討した

葛西・土橋（2012）は、発表を行うことで自己内省が進

み、Cl への思いや内的他者意識が強くなり、自身や他

者など様々な視点が取得できるようになることを明らか

にしている。

　熟練した Th はプレイセラピー場面において、その場

における自分の行動から自分の状態・捉え方に気づくこ

とによって、行動の中で自己理解を深めることができる

ことが指摘されている（Garryl.L.Landreth、2007）。「今

ここで感じ体験していることから率直な自分への気づき

を深め、成熟した人格への変容を促進させようとする

（氏原ら、2008）」“今、ここで”の Th の感情・感覚を、

熟練した Th は援助場面で捉え自己理解を深めていると

いえる。

　一方、初心者 Th は「治療者は中性的・中立的でなけ

ればならない」「内面に触れていく話をしなければなら

ない」という「面接観」「Th 観」を暗黙のうちに作り

上げやすく「固さ」のある関わりになりやすいこと、Cl

とのやり取りにおいて不安や戸惑いなど様々な感情が沸

き起こってくることが指摘されており（阿部、2009；姫

野・奇、2012）、“今ここで”の実感を捉えた関わりが難

しいと考えられる。これより初心者 Th は熟練者に比べ

援助場面において不確かで揺れやすく、援助場面の中で

生じる自分の感情と Cl の感情の捉え方に対する偏りが

生じやすく、自分の価値観や感情といった自己にのみ視

点を向けやすいという特徴があると考えられる。このよ

うなあり方は、援助場面における自己理解、他者（Cl）

理解に影響を与えるであろう。実際に、初心者 Th は

Cl の感情表現に動揺しやすく、自分自身の感覚や思い

を Cl の気持ちであるかのように感じやすいことが示さ

れている（北島、2010）。しかし、初心者 Th も教育・

訓練の過程を経て、成長と共に Cl との関係性の中で起

こる Th の感情、感覚に目を向けることができるように

なり、正確なものとして捉えることができることも指摘

されている（田屋、2012）。また、自分の感情に翻弄さ

れ、十分に扱いきれない段階を経て、感情を認識しつつ

もそれに取り込まれることのない状態で面接に臨めるよ

うになること、このような Th の援助場面における変化

は Th と Cl の関係性に影響を与えることも指摘されて

いる（花屋・田上、2007；山口、2010；石橋、2012）。

　以上より、初心者は援助場面において感情の一部のみ

を捉えることや自己にのみ注目しやすいなどの特徴があ

り、その時の感情や感覚を正確に捉えることが難しいこ

と、すなわち“援助場面における視点”の向け方に特徴

があると考えられるが、その視点は変化可能性があり、

視点の変化は面接場面における全体としての自己理解・

他者理解に影響すると考えられる。しかし、いずれの研

究も事例研究や大学院での学びを問う中で明らかになっ

たものであり、実際に援助を行っているその場における

“援助場面における視点”の向け方と面接全体としての

自己理解、他者理解を検討したものではない。特に初心

者にとって“援助場面おける視点”と“面接全体を通し

た援助後の自己理解・他者理解”の関係性が明らかにな

ることは、自己理解に伴う過度な自責感から解放され、

面接での視点の工夫が得られ、初心者 Th の成長に対す

る知見を得る手がかりになると考えられる。　

　そこで橋山・重橋（2016）は、援助場面における Th

の視点の向け方に着目し、初心者 Th と経験のある Th
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の比較を通して初心者 Th の“援助場面における視点 3 ”

の向け方の特徴を明らかにした。その結果、初心者は援

助場面で自分に視点を向けやすく、自己確信性の乏しさ

や不安、必要以上に自分を責めやすい傾向にあること、

学習された Th 観に頼らざるを得ず Th 観に縛られやす

く、見通しをもった「意図的関わり」を行うことが難し

いことが示された。一方、経験者はその場の Cl の気持

ちや行動に基づき見通しを持ちながら Cl をアセスメン

トし「意図的関わり」を行っていた。しかし、初心者も

Cl に関心を向け、関係を形成するために「模索的な関

わり」は行っており、特に働きかけに Cl が反応する場

合は Cl の行動を理解しやすく、そのような場面では Cl

とのやりとりの実感を得やすいことが示された。このよ

うな初心者 Th の“援助場面における視点”の向け方と

“面接全体を通した自己理解・他者理解”の関係性につ

いて、さらに検討する必要があるであろう。

　そこで本研究では、初心者 Th と経験がある Th の比

較を通して“面接全体を通した援助後の自己理解・他者

理解”の特徴を調べ、加えて“援助場面における視点”

との関係を明らかにすることを目的とする。本研究で

は、自己理解を「自分自身の性格、特徴・特性、傾向を

知ること。“今、ここ”での自分の感覚、言動を感じ取り、

受け入れ、どのように生じているのかについての理解を

深めること」と定義する。また、他者理解を「Cl の主訴、

生き方、背景、特性を含めた全体像を理解すること。Cl

が“今ここ”で、どのような感情を抱き、どのような体

験をしているのかといった心の動きを理解すること」と

定義する。

　なお、援助場面にはプレイセラピー場面を用いた。プ

レイセラピーは遊びという自由度の高い場を通して Cl

の成長や受容を目指す心理療法であり（本間・中垣、

2002）、初心者 Th はイニシャルケースとしてプレイセ

ラピーを担当することが多い。そのため、初心の Th が

経験することが多いプレイセラピー場面を援助場面とし

て設定した。

＜方法＞

調査対象：初心者 Th（以下：初心者）は、福岡県 F 大

学の臨床心理士養成一種指定大学院修士 2 年生 9 名であ

る。Th（以下：経験者）は、臨床経験 5 年以上の臨床

心理士 4 名である。初心者、経験者共に調査協力を依頼

し、同意が得た上で調査を行った。

調査時期：2014年 6 月上旬から2014年 9 月上旬

プレイセラピー対象者：頭部外傷による重度の知的障害

の27歳の女性 A。

発達面の特徴：身辺自立ができず全介助が必要である

が、着替えの際に手を伸ばす、脚を上げるなどは可能で

ある。

行動面の特徴：頭を叩く、床に打ち付ける、手をかむと

いった自傷行為、服を脱ぐといった行動が不快な場面で

は頻繁に出現し、落ち着いた場面ではあまり見られない。

　A さんには養育者に研究の目的と方法を説明し、同意

を得た後にプレイセラピーを実施した。プレイセラピー

は、A さんの負担や A さんに与える影響を考慮した上

で、1 回に 2 人までが担当し、30分から40分という時間

で設定した。

プレイセラピー場面：臨床心理士養成のために修士 2 年

に対して授業のプログラムの一環としてプレイセラピー

実習の協力者として A さんに協力を依頼し、実習を行っ

ている。その実習場面を初心者の分析対象とした。この

実習は、Cl と向き合い、Cl を理解すること、またその

中で沸き起こる自分の感情に目を向け、振り返りを通し

て自己理解を深めることを目的としたものである。枠組

みは40分間実施し、その様子をビデオにて録画、授業に

てビデオをもとに振り返りを行うものである。経験者に

関しては、初心者と同様にプレイセラピーを通してプレ

イセラピー対象者（以下：A さん）を良く知ることを

目的として30分間実施した。経験者においても初心者同

様にプレイの様子をビデオで録画した。

手続き：①プレイセラピーを実施し、その場面をビデ

オ録画した。②援助に臨む前の姿勢：プレイセラピー

を行うことが決まってから、その直前までどのような

気持ちであったのか、また、どのような姿勢で援助場面

に臨んだのかについて、以下の半構造化面接を行う前に

尋ねた。③プレイセラピー実施後に、別日にビデオを視

聴しながら 1 人につき 1 時間程度の半構造化面接を実施

した。ビデオを前半・中盤・後半に分け、各場面の開

始 5 分を使用した。場面は 1 分ごとに区切り、調査者と

共に視聴しながら、プレイ中に関心が向いていたこと、

意識や注意が向いていたことについて実況中継のように

解説するよう求めた。注意事項として、関心や注意が向

く対象とは、自分自身、A さん、その場の状況といっ

たプレイに登場する全てのことを含むことを伝えた。ま

た、覚えてないことに関しては、「覚えていない」「分か

らない」と答えることができるように配慮を行った。以

上のような説明を行った後、練習を行い、調査者の意図

が理解できたことを確認した上で本調査を開始した。前

半から順番に 1 分区切りでビデオ分析を行った。これ

らのやり取りを行った後に、改めて前半、中盤、後半

の 5 分間のやり取りを振り返り、それぞれの 5 分間にお

いて A さんについてどのように理解したのか（他者理

解）、自分自身についてどのように理解したのか（自己

理解）について尋ねた。その際、言える範囲で構わない

ことを伝え、研究協力者への配慮を行った。

結果の処理　グラウンデッド・セオリー・アプローチ（ク

レイグヒル，2008）を参考にし，以下の分析を行った。

①切片化：データをひとつの話ごとに断片化した。②ラ

ベル名の命名：切片化されたデータひとつひとつに対し，

その意味内容に沿って短い名前（ラベル名）と付けた。
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その際，客観性を得るため，ラベル名の命名には筆者を

含めた 2 ～ 3 名で検討を行った。③分類：ラベル名で同

類の内容ごとに分類した。

　本研究では、初心者・経験者別に“援助後の他者理解

と自己理解”について分類を行った。以下、他者理解・

自己理解別にラベル名と切片を表にまとめ、順に結果及

び考察を述べる。また、初心者・経験者に共通するラベ

ル名と片方にしかないラベル名があるため、共通する切

片に網掛けの表記を行った。

＜結果と考察＞

援助場面に臨む前の姿勢について　“援助に臨む前の姿

勢”に初心者と経験者では違いがあるのかを明らかにす

ることを目的として、“援助前に臨む姿勢”について尋

ねた内容についてグラウンデッド・セオリー・アプロー

チを参考に分類した。その結果、「自己視点」と「他者

視点」 の 2 カテゴリーに分類された。さらに、「自己視

点」は、「不安・緊張・他者評価・Th 観」の 4 つのサブ

カテゴリーに分類された。「他者視点」は、「興味関心・

楽しみ・願望・Cl への意識・発達段階への理解・背景理

解」の 6 つのサブカテゴリーに分類された。初心者は、

9 名中 8 名が「自己視点」に分類され、1 名のみが「他

者視点」に分類された。一方、経験者は 4 人全員が「他

者視点」分類された。これより、初心者は援助場面に臨

む前から援助対象者よりも自分自身に意識が向いてお

り、「不安・緊張・他者評価」というネガテイブな視点

と「楽しみ」というポジテイブな視点の間で揺れ動いて

いると考えらえる。一方、経験者は自分の感情よりも援

助対象者について考え、他者視点に立って援助に臨むこ

とがわかった。

援助後の他者理解（Cl 理解）　初心者と経験者において

共通のものとして「Cl の反応に対する理解（事実を基に

した理解）」「面接の進行に伴う Cl 理解」「Th の願望」

が抽出された。また、初心者のみにみられたものは、 「Th

の分からなさ」「Th の確信の持てなさ」「Th の戸惑い」

「Th のできなさ」であり、経験者のみに見られたものと

しては、「Cl の背景を含めた理解」「経験を基にした実

感を伴った理解」「Cl を理解した上での働きかけの工夫」

である。ラベル名・切片を表 1 にまとめた。

　初心者のみにみられた特徴である「Th の分からなさ」

「Th の確信の持てなさ」「Th の戸惑い」「Th のできな

さ」は、他者理解の内容にも関わらず Th 自身の不安や

確信のもてなさなどネガテイブな自己注目に関する内容

が多いことが特徴である。これは、橋山・重橋（2016）

が指摘する初心者の“援助場面における視点”の向け方

の特徴、すなわち「援助場面で自分に視点を向けやすく、

自己確信性の乏しさや不安、必要以上に自分を責めやす

い傾向」と一致する。援助中の視点の向け方は、援助後

の Cl 理解においても影響すると考えらえる。以上より、

初心者はプレイセラピー終了後の援助対象者理解におい

ても自分自身に関する感情が沸き起こり、自分自身ので

きなさや、自分自身の関わり方に対する確信の持てなさ

に注意が向くといえる。

　一方、経験者のみにみられた特徴は、「Cl の背景を含

めた理解」「経験を基にした実感を伴った理解」「Cl を

理解した上での働きかけの工夫」である。これらの項目

も援助中の経験者の視点の向け方に関する橋山・重橋

（2016）の指摘、すなわち「経験者はその場の Cl の気持

ちや行動に基づき見通しを持ちながら Cl をアセスメン

トし意図的関わりを行う」と一致する。経験者は、援助

場面の始めから Cl に対する見通しを立てやすく、先を

見据えて関わることが可能なために、援助終了後の Cl

理解も具体的理解になるのであろう。また、経験者は見

通しをもって意図的な関わりを行うことから、初心者と

異なり自己確信性が高く、そのため Th 自身の不安や確

信のもてなさに代表されるネガテイブな自己注目が生じ

にくいと考えられる。

　経験者と初心者に共通の 3 項目は、「Cl の反応に対す

る理解（事実を基にした理解）」「面接の進行に伴う Cl

理解」「Th の願望」である。これより初心者であっても、

Cl の反応という手がかりがあり、CL の反応や行動に意

識を向けることができれば、Cl 理解が進むことがわか

る。また、「面接の進行に伴う Cl 理解」があることから、

援助場面の前半において Cl に対する「分からなさ」「戸

惑い」というネガテイブな Cl 理解をしていた初心者で

あっても、面接の進行に伴い Cl に対する理解や見通し

が少しずつ形成されると考えられる。

　このようにラベルで捉えた場合、経験者と初心者に重

なる共通項目もある。しかし、共通のラベルであっても

切片を比較すると両者の違いも認められる。それは Cl

のできることや持っている力に経験者が注目しやすい

点、また Cl の可能性に賭ける視点を経験者がもちやす

い点、さらに Cl 理解が具体的な点である。例えば、「Cl

の反応に対する理解」では、経験者のみ「Cl の持って

いる力についての理解」について語っている。また「Th

の願望」では、経験者は「Cl がどう変化するのかを見

たい」と述べている。Cl 理解が具体的な点は、臨床経

験を重ねた経験者としては自然なことであろう。初心者

が、Cl のできないこと、難しいことに対して注目しやす

いという特徴は、自分自身に対するネガテイブな自己注

目のしやすさとも共通する特徴である。臨床心理学的援

助は、相手の良いところ・持っている力に着目する援

助であるため、経験者はその視点で他者理解（Cl 理解）

を行っており、初心者は臨床経験を積み重ねる中でその

ような視点に少しづつ近づいていくと考えられる。

援助後の自己理解　自己理解は、初心者と経験者におい

て共通のものとして「戸惑い」「緊張」「安心」「楽しさ」

「願望」「プレイ中の在り方」が抽出された。また、初心

者のみに見られたものは、「不安」「確信の持てなさ」「で
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きなさ」「Th 自身のための行動」「Th 観」「プレイが進む

中での Th の変化」であり、経験者のみに見られたもの

は、「難しさ」である。ラベル名 ・ 切片を表 2 にまとめた。

　表 2 より、経験者に比べて初心者は自己理解に関して

ラベルの種類が多く、特に否定的な自己理解を抱きやす

いことが分かる。初心者は「戸惑い」「不安」「できなさ」

「確信の持てなさ」といった否定的なラベルが多いこと

から、援助終了後に面接場面における自己を振り返る際

には、自分自身のできなさに注目しやすいと考えられ

る。これは、上記の「他者理解」における特徴とも一致

する。橋山・重橋（2016）は、初心者が自己否定的な側

面に注目しやすい背景要因として、初心者特有の「願望」

の強さや理想化された「Th 観」の影響を指摘している。

本研究においても、表 2 より「願望」 7 切片の中で初心

者は 5 切片、経験者は 2 切片であることから、初心者の

「願望」が強いことがわかる。また「Th 観」は初心者

Cl
Cl

Th
Cl

Cl
Cl

Cl
Th Cl
Th Cl

Th Cl

Cl
Cl

Th Cl
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表 1 　初心者と経験者の援助場面における他者理解
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表 2 　初心者と経験者の援助場面における自己理解
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のみのラベルであり、「自分の特性を理解した上で関わ

らなければという思い」「何かしなければという思い」「授

業を思い出して観察しなければという思い」などの切片

から構成されており、こうあらねばならない思いを初心

者が援助後も強く抱いていることがわかる。このように

援助に臨む意気込みや思いが強いからこそ、理想と異な

り思うようにできない体験を重ねやすく否定的な自己理

解が生じやすくなると考えられる。一方で「願望」があ

るからこそ初心者も主体的に Cl へ働きかけることが可

能になることも橋山・重橋（2016）は指摘している。そ

の他、初心者独特のラベルとして「Th 自身のための行

動」が抽出された。この行動も自分に目が向きやすい初

心者だからこそ抽出されたラベルであり、経験者にはこ

の行動は見られなかったと考えられる。

　ところで、初心者のみのラベルには「プレイが進む中

での Th の変化」がある。これはネガテイブな自己理解

に関するものではなく、面接の経過に伴い Th 自身が自

分の変化に気づき、できていることを認め、肯定的に捉

える内容である。「Cl 理解が進むことに伴う余裕」「Cl

との関係構築による落ち着いた行動の獲得」「自由にふ

るまえるようになる」などの切片から構成されている。

Cl 理解が進むことや Cl との関係ができることが、余裕

を持った関わりを生むと考えられる。ケース後の振り返

りやカンファレン、スーパービジョンの中でこの変化に

注目することが初心者Thにとって必要になるであろう。

　経験者と初心者に共通するラベルに「プレイ中の在り

方」がある。切片を比較すると、初心者のものは自分自

身に注目した内容であるのに対し、経験者のものは「プ

レイ全体を通して一貫した関わり」「Cl の行動・反応に

左右されない」など援助場面全体を通した一貫した関わ

りが述べられている。経験者は自己理解がある程度確立

しており、自分の特徴や自分ができる限界も理解できて

いるため、初心者のように否定的に自己を捉えることが

生じにくいと考えられる。

援助前、援助場面、援助後の自己理解・他者理解の関連　

本研究では、“援助前の姿勢”と“援助後の自己理解・

他者理解”を検討した。“援助場面のThの視点の向け方”

に関しては、同一の手続きを用いた研究で扱い、別にま

とめた（橋山・重橋，2016）。これにより、援助前・援

助場面・援助後の Th の Cl 理解に関する一連の研究を

行ったことになる。そこで、“援助に臨む前の姿勢”“援

助場面における視点の向け方（橋山・重橋：2016）”“援

助後の自己理解・他者理解”のつながりについて、初心

者と経験者別に図 1 と図 2 にまとめた。

図 1 ：初心者の『援助に臨む前の姿勢』『援助場面における視点の向け方』『援助後の自己理解・他者理解』の関連
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　図 1 は、初心者における“援助に臨む前の姿勢”“援

助場面における視点の向け方”“援助後の自己理解・他

者理解”の関連を示したものである。初心者は“援助に

臨む前の姿勢”において「不安」「緊張」「他者評価」「Th

観」といったネガティブな感情、「興味関心」「楽しみ」

といったポジティブな感情を抱いていることがわかる。

「不安」は“援助場面”の「不安」へ、 「他者評価」と「Th

観」は“援助場面”の「Th 観」へ、 「興味関心」「楽しみ」

は“援助場面”の「願望」「興味関心」へつながっており、

“援助に臨む前の姿勢”は“援助場面における視点の向

け方”に影響すると考えられる。

　橋山・重橋（2016）では、“援助場面における視点の

向け方”における「見通しのなさ」「不安」が「自己確

信性のなさ」へ影響し、「自己確信性のなさ」が「模索

的な関わり」「Th 自身のための行動」へ影響すること

や「Th 観」に頼った行動をとりやすくすることを示し

ている。一方で「自己確信性のなさ」が生じる背景には

「願望」の存在も関係しており、「見通しのなさ」「不安」

といったネガティブなものだけではなく「願望」といっ

たポジティブな要因も「自己確信性のなさ」に影響する

こと、そして「願望」は「模索的な関わり」の動機にな

ることも示している。

　 「模索的な関わり」は初心者の特徴である。「模索的

な関わり」は「その場での理解」を行う行動を導き、そ

の結果“援助後の他者理解”をする際に「その場での理

解」や「戸惑い」といったネガティブな感情を生じさせ

ることになると考えられる。一方で、「模索的な関わり」

を行う中で、Cl を一人の人間として連続性を持つ存在

として捉えることができれば、「意図を持った関わり」

を Th が行うきっかけになる可能性もあり、「意図を持っ

た関わり」を行うことは“援助後の他者理解”をする際

に「プレイが進む中での理解」を生じさせる要因となる

と考えられる。また、初心者も“援助場面における視点

の向け方”には「安心感」や「自信が持てる」などのポ

ジティブ体験をしており、この援助場面での安心感は

“援助後の他者理解”における「プレイが進む中での理

解」「願望」といったポジティブな他者理解を促すとい

える。

　 “援助後の自己理解”に関しては、援助場面での「模

索的な関わり」「Th 自身のための行動」が「不安」「でき

なさ」「自己確信性のなさ」などの援助後の“自己理解”

を生じさせると考えられる。しかし、 「Th 自身のための

行動」は援助中の「安心感」をもたらすこともあり、こ

の援助中の「安心感」や「自信」は援助後の「自由に振

図 2 ：経験者の『援助に臨む前の姿勢』『援助場面における視点の向け方』『援助後の自己理解・他者理解』の関連
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る舞える」「不安や緊張の減少」というポジティブな“自

己理解”につながることがある。

　以上より、初心者は援助場面で「模索的な関わり」を

行うか「意図を持った関わり」を行うかによって、“援

助後の自己理解・他者理解”のあり方が変わる可能性が

示唆された。

　図 2 は“援助に臨む前の姿勢”“援助場面における視

点の向け方”“援助後の自己理解・他者理解”の関連を

示したものである。経験者は“援助に臨む前の姿勢”に

おいて「興味関心」「願望」「Cl への興味」といったポ

ジティブな感情に加え、「発達段階の理解」「背景理解」

など、援助に臨む前から他者に視点を向けた状態である

といえる。“援助に臨む前”の「興味関心」「願望」「Cl

への関心」は、援助場面における「興味関心」「疑問」「願

望」へとつながり、「Cl への意識」「発達段階の理解」「背

景理解」は援助中の「Cl の見立て・仮説」へとつながっ

ている。経験者も“援助に臨む前の姿勢”が“援助場面

における視点の向け方”に影響するといえる。

　経験者の援助場面の「興味関心」「疑問」「願望」は、

Cl への「模索的な関わり」を導き、「模索的な関わり」を

行う中で生成される「見立て」は「意図を持った関わり」

へ展開することが示されている（橋山・重橋，2016）。「意

図をもった関わり」には、「Cl への意識」「発達段階の理

解」「背景理解」から派生した「Cl の見立て・仮説」が

重要な役割を担っている。

　経験者は“援助後の他者理解”が進みやすいがその背

景には、援助場面で「意図を持った関わり」を行えてい

ることが関係していると考えられる。「意図を持った関

わり」を通して「Cl とのやり取りを通した見立ての検証」

を行うことができ、この仮説検証の繰り返しが“援助場

面及び援助後の他者理解”を深めると考えられる。また、

“他者理解”と“自己理解”は互いに影響し、片方を深く

理解することがもう片方の理解に影響することも確認さ

れた。

＜まとめと今後の課題＞

　図 1 ・図 2 より、初心者と経験者ともに“援助に臨む

前の姿勢”が実際の行動を伴った“援助場面における視

点の向け方”に影響し、“援助場面における視点の向け方”

によって“援助後の自己理解・他者理解”の仕方が異

なってくることが明らかになった。初心者は“援助に臨

む前の姿勢”から「不安」「緊張」といったような否定

的な感情を抱きやすく、その感情を抱えたまま Cl と関

わり“援助場面における視点の向け方”にも影響してい

た。否定的な感情は、援助中も援助後も「自己確信性の

なさ」を生じさせやすく、確信性が乏しいままに Cl に

「模索的な関わり」を行うため、Cl への注目よりも Th

への否定的な自己注目を行いやすい。一方、経験者は援

助前から Cl への関心・意識が高く、またそれまでの経

験から「発達段階の理解」「背景理解」があるため、援

助場面では見通しを持った「意図を持った関わり」を行

うことが容易であった。このように初心者は「意図を

持った関わり」を行うことが、経験者に比較して少なく、

そのことが“援助後の自己理解 ・ 他者理解”にも影響し、

援助後も Th 自身の不安や確信のもてなさなどネガテイ

ブな自己注目を行ってしまうことがわかった。

　しかし、初心者も「Cl の反応からの理解（事実を基

にした理解）」「面接の進行に伴う Cl 理解」を援助後に

述べており、Cl の反応という手がかりがあり、CL の反

応や行動に意識を向けることができれば、Cl 理解が進

むことも示された。これより、初心者は常に分からなさ

や戸惑いを感じているのではなく、Cl の反応に一喜一

憂しながら 1 セッションのプレイセラピーの中で Cl に

対する理解や見通しを少しずつ形成するといえる。初心

者にとってその変化を実感するためには、スーパーヴィ

ジョンやケースカンファレンスなどが重要になるであろ

う。なお、従来スーパービジョンやカンファレンスの機

能として、「スーパーヴィジョンやカンファレンスを体

験する中で、自己理解を深めたり、セラピスト自身の成

長につながる（一丸、2001）」ことや「自分の在り方の

再確認やクライエントに対する新しい見方を獲得すると

いう視点の提供がなされる（佐々木、2006）」ことが指

摘されているが、スーパーヴィジョンやカンファレンス

による初心者の“自己理解・他者理解”の変化について

も今後実証的に検討していきたい。

　本研究で扱った経験者は、臨床心理士資格取得後 5 年

以上の者である。初心者の特徴である援助場面および援

助後の「自己確信性のなさ」が経験者では認められない

ことから、少なくとも 5 年の臨床経験によって自分なり

に見通しを持った関わりを行えることが示された。この

結果は、初心者が歩む成長プロセスを示していると思わ

れる。同時に初心者が抱える難しさも明らかになった。

臨床心理士養成課程において、Th の態度として「自己

受容」「本来感」を持てることの重要性が指摘されてい

るが、本研究の結果より、初心者は「私は私である」と

いう感覚を持ちにくく「自己確信性」が低いことが明ら

かになった。初心者が「自己受容」や「本来感」を獲得

するための教育的支援についても今後は明らかにする必

要があると考える。

注 1 　本論文は福岡女学院大学人文科学研究科臨床心理学専攻

修士論文（2014年度）の一部（自己理解・他者理解を検討

した後半の内容）を加筆修正したものである。修士論文の

前半については、本紀要13巻に記載している。

注 2 　元福岡女学院大学人文科学研究科臨床心理学専攻大学院

生

注 3 　 “援助場面における視点”の定義は、「援助場面において、

自分や他者に対する意識、注意、関心の向け方。内面にど

のようなことが起こっていたか、どのような感情がわいた

かなど、自分の心の動きに目を向ける（注意を向ける、注
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目する）こと。他者に対しても同様に他者の心の動き、態

度や表情に目を向けること」である（橋山・重橋、2016）。
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